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四十九院遺跡 集落

奈良時代 ― 須恵器

平安時代前期 溝・小穴 須恵器・灰釉陶器

室町時代 溝・井戸 陶器

江戸時代～近代 溝・井戸 陶器

要　　　約

　今回の調査では、溝・小穴・土坑・井戸を検出し、これらに伴って土師器・須恵器・陶磁器
等が出土した。
　検出遺構や出土遺物から、調査地には４段階の活動痕跡が見出せた。第１段階は８世紀代、
第２段階は９世紀～10世紀前半、第３段階は15世紀中頃～16世紀後半、第４段階は18世紀以降
である。
　①当該期の若干量の遺物から窺い知れるのみである。これは昭和61・62年調査時に検出され
た竪穴建物・掘立柱建物の時期に当たるが、東山道を挟んだ東側で集落が形成され、東山道の
西側までは集落域が及ばなかったようである。
　②溝や小穴が構築される時期で、これらの遺構は東山道側へ移転した集落の縁辺部に当たる
とみられる。
　③溝や井戸が構築される時期に当たる。第２段階から第３段階にかけて農地が展開されたと
みられる。
　④調査地西半で検出した鋤溝や井戸の時期に当たる。第２段階～第３段階で展開された農地
が昭和60年代の圃場整備を経て現在まで続いた。井戸は犬上川左岸扇状地という貧水地帯にお
いて、自然灌漑や犬上川一ノ井からの取水の恩恵にあずかれない当地域で、明治42年に砂山池
揚水機場の利用が開始されるまでは貴重な農業用水の水源であったとみられる。
　これらの資料は、豊郷町や犬上川左岸扇状地における開発過程を知るうえで貴重な成果であ
る。


